
 

 

 

 

２０２２年８月２４日（水）  

 

全国高校サッカー選手権大会埼玉県予選 ＠草加高校 １１：４５ＫＯ 

     vs   春日部東高校  

       前半  ０－３  

       後半  ０－５  

       合計  ０－８ 

 

「悔しさ」 

 ２回戦の相手は同グループ内シード校の春日部東高校。東部地区１部に所属する学校。格上相手です

が、怖がらずに倒しに行くことを目指しました。 

  

１回戦での良い試合運び、直近２週間の取り組みの中での成功体験を考え、引かずに前から相手に圧

をかけていく形で試合に入ることを選択した。立ち上がり１０分はＤＦライン背後を狙いながら相手コ

ートに入り込み、相手ゴールキックを増やすなどうまくプレーを切りながら試合を運ぶことができ、狙

い通りの入り。しかし、１５分に浅い位置からのセンタリングに対応できず、失点。相手は徹底的に対

角を意識した長いボールを多用してきた。そこに対応できず、前半さらに２失点。後半は、１点ずつ返

すことを目指したものの失点を重ね５失点。トータル０対８。大きな力の差を痛感させられる敗戦とな

った。 

 ３年生はこの大会に向けて入部してから努力を続けてきた。その結果がこのような大敗となり、私自

身も悔しい気持ちが大きい。毎日毎日練習をして、多くの時間をかけて、多くの時間をみんなで共有し

たからこそ、自分自身悔しさがあります。ただ、多くの時間をかけて、たくさんの時間を共有したから

こそ、鷲宮高校に勝った時のような大きな喜びを経験でき、昨日の負けに対しての大きな悔しさにつな

がっているのだと思います。３年生には、感情が大きく動く経験をしてほしいと思い、一緒にサッカー

と向き合ってきました。自分たちから一生懸命取り組んだ先には、良い結果でも思う様にいかない結果

でも、必ず感情が動く経験が待っています。そして、それは必ず成長の糧になる。感情が動く振れ幅が

大きければ大きいほど、次への力となる。大きな振れ幅とするためには、多くの気持ちと時間をかける

ことが必要。私はそう思っています。 

 ３年生には残り１試合、Ｕ１８リーグ公式戦が残されています。まだ自分たちには感情を動かすこと

のできる機会が残されている。多くの人の感情を動かす試合をしよう。そのために、日々の活動を大切

にすること。今シーズン残り１試合、応援宜しくお願い致します。 

 

 

【次の公式戦】  

 

９月１１日（日） Ｕ１８リーグ第１０節 vs 川越Ⅱ ＠新座総合技術高校 ９：３０ＫＯ 

 

新座総合技術高等学校 

サッカー部顧問 松村健 

 ２０２２Vol.1５ 

 

 

 

 


